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女子大学生の悩みに関する研究（2）
─自由記述式の質問紙調査を通じて─
A Study on the Distress of Females University Students (2): 
Based on a Free Description Questionnaire
 This research used the same analysis method as Kaneko and Ueda (2015), with the 
objective of having a longitudinal study on the distress of female university students. Our 
subjects were the same 141 third grade students that participated last year, when they were 
second grade students. The main results were follows. 68% or 96 students declared to have 
distress. The kind of distress was expressed by 195 different words which we divided into 13 
categories. The students expressing distress for the future was as much as 2.8 times regarding 
last year, showing the election of career as the main reason. Their distress cause was expressed 
by 114 words that we classified into 13 categories. It was almost the same as last year. However 
we have to add 5 categories showing that the reasons for distress diversified. In the case of 
distress we got 172 words which we divided into 10 categories. The four main categories of 
responses were almost the same as last year, being as much as 70% of the total. In the inferior 
categories we could find only a small difference. Regarding the coping method, we got 194 
words which we divided into 12 categories. For us it meant that the students find new ways 
of coping with distress as they advance in school grade. Regarding the reasons for not having 
distress, we got 84 words that we classified into 9 categories. There was a reduction of 12 
words comparing with last year, so we can say that we were able to find an increase in the 
number of students having distress. In the future, we will continue our longitudinal study 
with the same students in such a way that we can understand the changes in the distress 
contents and develop a method for supporting the students with profound or moderate or 
mild distress.
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　悩みを抱えた場合の反応については、語彙数が172挙げられた。２年次の語彙数は178で
あり、大きな変化はないといえる。種類の分類では、「意欲低下」、「憂鬱」など10種類に分
類された。２年次は10種類に分類されており、語彙数同様に種類の分類の数に変化はなかっ
た。また、２年次と３年次で共通したものは６種類であり、種類の内容は異なっていた。種
類の内容が変化したものの、語彙数が多い上位４種類（「意欲低下」、「憂鬱」、「攻撃性」、「不
快感」）は２年次と３年次で共通しており、共に語彙数の約７割を占めていた。すなわち、
種類の下位分類で変化はあったものの、学年が上がることで、種類の内容が大きく変化した
とはいえなかった。なお、松塚（2008）は「学生が抱える悩みは複雑に交差しており、その
表出の在り方も多様である」と報告している。このように幾つかの種類に分類できたとして
も、その種類同士が結びついていたり、重なり合っていることもあるといえよう。
　悩みの解消法については、語彙数が194挙げられた。２年次の語彙数は158であり、１年
間で語彙が36増加した。種類の分類では、「会話」、「気分転換」など12種類に分類された。
２年次は８種類に分類されており、語彙数同様に種類も増加していた。また、そのうち７種
類が２年次と３年次で共に抽出された。すなわち、学年が上がると悩みを解消するための方
法及び手段を獲得していることが示された。本研究と同様に、上村・工藤ら（2004）におい
ても、悩みの解決方法は「周囲の助言」、「自分で何とかした」が上位に挙がっており、本研
究の「会話」、「気分転換」、「問題解決」といった種類の内容と類似していた。とにかく、悩
みを解決するには、自分の適性にあった解決法を見出し、その種類を増やしていくことが肝
要であるといえよう。
　悩まない理由については、語彙数が84挙げられた。２年次の語彙数は96であり、１年間
で語彙が12減少した。種類の分類では、「思考」、「趣味」など９種類に分類された。２年次
は８種類に分類されており、語彙数とは逆に種類は１増加した。また、そのうち７種類が２
年次と３年次で共に抽出された。学年が上がることで、悩まない理由の種類に大きな変化は
ないが、語彙数は減少しているため、悩みを抱えている学生が増加していると考えられた。
高井（2008）及び金子・上田（2015）において、学生は自分に適した思考の変換を行うこと
が重要であることを指摘している。本研究でも語彙数としては「思考」が最も多く、学年が
上がってもいかに「思考」の切り替えを行えるかが、悩みを抱え込まないために必要である
といえよう。また、青野（2009）は現代の青年について「青年期の悩みを主体的に悩む体験
ができず、身体化や自傷行為などの行動化を頻発している」と報告している。本研究でも悩
まないと回答した学生は多く存在しているが、その中には、本人が悩みに気付いていないだ
けで、潜在的な悩みを有している学生も存在していることを考慮する必要があろう。
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〔今後の課題〕
　本研究では金子・上田（2015）の研究と同様の対象者に対し、分析方法も同様にした縦断
的研究を実施した。今後も、このような縦断的研究を継続することによって学生の悩みの内
容の変化等を一層、明確にしなければならない。また、森下・笠原ら（2002）は悩みが深刻
でない場合「この程度のことで相談してもいいのだろうか」という気持ちが生じてしまうこ
とを指摘している。このことから、本研究においても「深い悩みを抱えている」、「学校を辞
めたい」といった深刻な悩みを抱えている学生は勿論、軽度の悩みを有する学生への支援方
策にも言及していく必要があるといえよう。
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